
　なでしこジャパンが優勝した。決勝戦は、アメ

リカに２度も先行されながら追いつき、ＰＫ戦を

制しての勝利であった。あきらめないこと、可能

性を信じること、日本人を信じることの大切さを、

なでしこ達の姿から、あらためて教えられたよう

に思う。私だけでなく、彼女たちの姿に、励まさ

れ、勇気をもらった日本人はたくさんいることだ

ろう。

　大辞泉によれば「なでしこ」には、「なでるよ

うにかわいがっている子。いとしい子。愛児。」

という意味もあるという。私はずっと、子どもた

ちを支援することを生業とさせてもらっている

が、私の「なでしこ」達からも、粘り強く取り組

むことの大切さを教えられることが多い。

　自信がないために自分の気持ちもなかなか言え

なかった子は、「先生、聞いて。あのね・・・」と、

時間が足りなくなるほど、おしゃべりしてくれる

ようになった。語彙が少なく「あの、あれ、えーっ

と・・・」を頻発していた子は、「学校で〜なこ

とがあって、それで・・・」と、微に入り際に入

り饒舌に説明できるようになった。「ごきぶりポー

カー」というカードゲームの「だまし」に苦労し

ていた生徒が、後輩に向かって「ぼくは先生と練

習してできるようになった。だから、みんなもや

ろうよ。」と、誘うようになった。二次的な症状

がひどく、私に向かって「てめぇ、ぶっ殺すぞ」

と叫んでいた生徒が、今では「先生、今日はあり

がとう」と言ってくれる。それぞれ、長い時間を

ていねいに積み重ねる中で、見せてくれた成長の

姿である。こんななでしこ達がたくさんいる。私

のなでしこ達の持っている可能性もなかなかのも

のである。

　なでしこは強い。なでしこはあきらめない。な

でしこの美しさは、日本の美しさであり、また、

苦難に粘り強く耐えて咲かせる花の美しさでもあ

る。発達障害の子ども達も、さまざまな困難を抱

えているが、必ず美しい花を咲かせる日が来る。

なでしこの美しさを心に刻み、私も子ども達とと

もに在り続けたいと思う。なでしこの花咲く明日

を信じて。
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